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高橋靖之先生ご退職に寄せて
高橋靖之さんの思い出
別府昭郎
高橋靖之さんが今年 (2015)3月 31日で職を引かれると聞きました。高橋さんとの思い出
はたくさんあります。特に記憶に強く残っているこどだけを，客観的事実ど夜、の主観的心情を
書きつけておきたいと思います。
高橋さんが明治大学にこられるキッカケは我々教職課程が教員養成GPそどったことに始ま
ります。当時文学部長であった吉村武彦さんが高野和子さんに rGPを取った理工学部でも特
任教授を出して通ったのだから，教職でも出したら」というのがはじまりです。当時私は教職
課程主任の職にありましたから，教職課程教員全員で意思決定をなし，文学部執行部，学部長
会，理事会とあがっていき，特任教授職が決まりました。人事選考委員は，文学科長(玉井崇
夫)，史学地理学科長(委員長林義勝)，心理社会学科長(高良聖) ，教義・課程協議会議
長(岩井憲幸)，教職課程主任(別府昭郎)のり人でした。応募者は多数ありましたが，全員
一致で高橋さんにきまりました。林さんから五課程会議，教職課程研究室会議に報告してもら
いました。発令は事情があって少し遅れてしまいましたが，着イ壬されてしばらくして学長(当
時納谷贋美)と理事長(当時長吉泉)の認証式がありました。一回ほど延長しました。
年齢が近かったから話しが朗自百なくつながって，親しく色んな話をしました。 GPで延岡の
「星雲高校J (校長は校女の池上和文先生，現在教育全副会長)に行ったり，上野の花見を一
緒にしたり，池袋や池之端で一杯飲んだりしたと土もあります。延岡に行くとき，宮崎空港か
ら列車に乗ったとたん「先生，一杯やりながら，楽しく行きましょうヤJ.!::缶ピー ルを買って
こられて，より親しみがわきました。延岡は，夏目激石の『坊ちゃん』で有名になり，明治大
学は延岡を支配していた内藤家の文書を保管していて縁は浅くありませんが，東京の人にそん
なに知られた地名ではありません。私が「先生，延岡の高等学校に観察に行きましょうJと言
ったとき，たいていの人は「延岡はどこにあるのですか?Jと聞いてくるのですが，高橋さん
は聞き返してこられませんでした。知っておられたのです。後で聞いたのですが，先生の息子
さんが延岡の病院で医者をしておられたのです。
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話しが合った要因の一つは，共通の読書があったこともあるでしょう。それは社邦生著『春
の戴冠』上・下(新潮社)でした。僕はこの本で多くのことを学びました。①16世紀はじめの
富裕なイタリア商人の生活，②工房全員で絵を描く(作る)のであって，著名な画家一人で絵
を描くのではない(ボッティチェリの絵やミケランジエロなどの教会の絵を思えばいし、)，③ 
新プラトン主義はフィレンチェを中心とするイタリアルネッサンスから起こったこと，などで
す。実現しませんでしたが，私は『春の戴冠』をモデルにして 16世紀のヴィテンベノレクを舞
台にして，ルターとメランヒトンの物語を書いてみたいと夢想したものでした。先生は『春の
戴冠』の話しは大学院の講演会でもしておられましたから，先生の愛読書の lつになっている
のでしょう。
先生が勇退されるのに遅すぎるかもしれませんが，私なりに反省があります。教職課程の教
員全体で先生に甘えてしまったのではなし、かという反省があります。それは，よく言えば，私
たちの弱いところを先生にカバーして貰ったのではないか，悪く言えば，押しつけてしまった
のではないかということです。教育現象は完全には「科学」化できないところがあります。教
育学が十分に専門学問化できていないところに弱みがあると思っています。教育学が十分に専
門学問化できていないのは，多様な実践を内包しているからだと考えています。多様な実践は
個別性を持っており，先生にその多様な実践のある部分を担当して貰ったということでありま
す。具体的に言えば，生徒指導論や教育委員会です。それこそ俺の本領だと先生は仰るかも知
れませんが，このような反省をしている人間もいるのだと認識しておいて欲しいと思います。
今後教育会の会長として，また明治大学の OB教員として，先生にお会いできると思いまナ
が，私も教育会の一会員として参加しますのでよろしくお願いします。
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